
 
 

広谷小学校運動会に向けて 

□ 本校では運動会練習は体育の授業時間に行うことを基本と

し、子どもたちに無理のないように練習を進めています。と

はいえ、やはり運動会練習期間は年間の教育活動の中でも特

殊な期間です。この時期にしか得られない子どもたちの「学

び」があります。 

□ 練習期間の大きな特徴は異学年で活動する時間が多いこと

です。とりわけ、今年度は表現運動を“学年部”での種目と

したため、その特色がより強く表れています。昨年度よりも

大人数になったことで迫力を増した表現運動。その中で異学年の仲間と同じ目標に向けて、

力を合わせて練習に励む姿もとても印象的です。上学年にとっても下学年にとっても互いの

存在は教室では得られない大きな刺激となっています。教員も、発達段階が少しだけ違う集

団で活動する良さを活かした指導に努めています。 

□ 子どもたちは、今、身につけようとしているダンス、踊り、フラッグ等の表現に本当にうれ

しそうに取り組んでいます。この期間は、子どもたちにとって「できないことがだんだんで

きるようになっていく」成長と努力の過程です。子どもたちが練習に取り組む様子を上記の

松本氏の言葉に当てはめるなら、運動会という目標に向かって、まさに今“よろこび”が起

動しているように思えます。真剣な眼差しや生き生きと活動する姿、響き渡る声からは、子

どもたちのベクトルが確かに斜め上を指していることが伝わってきます。力いっぱいがんば

ることや、目標に向けて夢中になることが“よろこび”と実に深くつながっていることに気

づきます。 

□ 運動会の練習にあたりましては、ご家庭でも健康管理へのご配慮をはじめ、体操服の準備や

励まし等、日々子どもたちの活動を支えていただいていることに感謝申し上げます。 

 

 

養父市立広谷小学校学校通信 

R７広谷っ子 
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【学校教育目標】 

ふるさととつながり、仲間とともに 

“在りたい未来”を創造する広谷っ子の育成 

講演会「今すぐ実践できる！子育て世代のパパママの処方箋」より（１）      

養父市 PTCA 地域フォーラムで、青少年養育支援センター陽氣会代表理事 杉江健二氏による

講演『今すぐ実践できる！子育て世代のパパママの処方箋～学べば変わる。不安が安心に、そし

て自信に～』を聞きました。杉江先生はイライラしない子育て講座を開催するなど、全国的に児

童虐待防止活動に取り組んでおられる先生です。ご家庭での子育てに、とても参考になるお話で

◼ 脳のしくみから「幸せ」を考えると、幸せというのはその人がいる場所ではなく、その人

が向かっていくベクトルの傾きです。 

◼ 目標は、上がっていく方向の目印となるための目標であって、そこに立ってしまうことが

目標ではないということが非常に大切です。目標を目ざして上がっていくプロセスは苦し

くつらいのです。しかし、そこに本当の喜びがあるように人の脳は仕組まれているのです。 

＊脳科学総合研究センター 松本元 氏 （雑誌「兵庫教育」より） 

 



 
 

10月のおもな行事予定 

1日 ㈬ 登校指導 一斉下校 14:55 15日 ㈬ 登校指導  読み聞かせ（低学年）8:15  
一斉下校 14:55 

2日 ㈭ SC相談日（午前） 16日 ㈭ 広谷っ子教室 

3日 ㈮ 全校朝会(児童会引継ぎ)  委員会活動（後期） 17日 ㈮ 全校音楽 一斉下校 14:55 

6日 ㈪ 衣替え 代表委員会  
ねるねるウィーク（～10/13） 

20日 ㈪ 4年福祉学習(車いす体験）5・6校時 

7日 ㈫ わんぱくタイム 第２回６年生中学校登校 21日 ㈫ 歯科指導（3年 4年） 

8日 ㈬ そうあんくんの日 ６年ジオパーク学
習(講師来校)  一斉下校 14:55 

22日 ㈬ そうあんくんの日② スーパーそうあ
んくんの日 一斉下校 11:45 

9日 ㈭ KMDドローン授業（5年） 
サンデー西村の出張音楽会(全校)13:30  
PTA役員会  

24日 ㈮ ３年合同社会見学 クラブ活動 

10日 ㈮ 児童朝会 クラブ活動 
３年生環境体験学習（大屋川生き物調査） 

25日 ㈯ 山陰海岸ジオパーク駅伝 

13日 ㈪ スポーツの日 27日 ㈪ 子ども伝統文化わくわく体験教室書道
（３・４年） 

14日 ㈫ わんぱくタイム 
６年生ジオパーク見学（竹野海岸・玄武洞） 

29日 
30日 

㈬ 
㈭ 

たてわり遠足 
広谷っ子教室 

 

したので、概要をお伝えします。今回は前半部「１ 子どもとうまくコミュニケーションするコ

ツ」についてです。 

① 未発達な子どもの言語能力 

子どもは 10歳ぐらいまでに母語の習得を得る。つまり 10歳までは言語能力が発達途上であ

る。10歳までの子どもにとって、曖昧な表現、抽象的な表現、比喩的な表現は理解が難しい。 

② （で、あるにもかかわらず）子どもにこんな言葉を使っていませんか？ 

・ちゃんとお風呂に入りなさい   ・しっかり歩きなさい 

・早く食べなさい         ・そんなことしたらダメでしょ  

・いい子にしてね         ・（よその家では）行儀よくしてね 

・きちんとしまいなさい      ・何度言ったらわかるの 

・いくつだと思ってるの      ・もっとお兄ちゃんらしくしなさい 

・もっと頭を使って勉強しなさい  ・いい加減にしなさい 

ついつい使ってしまいがちな言葉だが、これらは、小さな子どもに伝わりにくい言葉である。 

③ できるだけ「伝わりやすい表現」を使う 

伝わりやすい表現とは、具体的な行動を「見たり」「聞いたり」「数えたり」できる言葉で

簡潔に表現したもの。それをふまえて、伝わりやすい言葉に言い換えるように心がけることが

大事。 

＊下のような言葉を言い換える演習をしました。ぜひご家庭でも考えてみてください。 

「もう一度、ちゃんとお風呂に入ってきなさい」 → 言い換えると？ 

「スーパーではいい子にしてね」        → 言い換えると？ 
 

校長室より「広谷っ子ブログ」を発信中です 
【広谷っ子ブログ】https://hirotanikocho.blog.fc2.com/  

 


